
令和２年度 国語教養シラバス 

教 科 国語 科 目 国語教養 単 位 数 2 

学 年 ４ 学 年 使用教科書 自主教材（学校設定科目のため） 

  

 

学習の到達目標 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を養い、伝え合う力を高めるとともに、思考力を

伸ばし心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重して

その向上を図る態度を養う。 

 

評 価 の 観 点 

ａ．関心・意欲・態度 ｂ．話す・聞く態度 ｃ．書く能力 ｄ．読む能力 ｅ．知識・理解 

国語や言語文化に関

する関心を深め、国語

を尊重してその向上

を図り、進んで表現し

たり理解したりする

とともに、伝え合おう

とする。 

自分の考えをまとめ

たり深めたりして、目

的や場面に応じ、筋道

を立てて話したり的

確に聞き取ったりす

る。 

自分の考えをま

とめたり深めた

りして、相手や目

的に応じ、筋道を

立てて適切に文

章を書く。 

自分の考えを深め

たり発展させたり

しながら、目的に

応じて様々な文章

を的確に読みとっ

たり読書に親しん

だりする。 

表現と理解に役立

てるための音声・

文法・表記・語句・

語彙・漢字等を理

解し、知識を身に

つけている。 

 

学

期 

時

数 
学習項目 学 習 内 容 

 

ａ 

 

ｂ 

 

ｃ 

 

ｄ 

 

ｅ 

 

評価方法 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 

１ 
国語を学ぶに

あたって 

・国語学習の意義を理解する 

・年間の授業計画に沿って学習計画を立てる 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

  

○ 

・授業態度 

・発問評価 

２ 

基礎的な語彙

力 

・頻出漢字、熟字訓、対義語・類義語、同訓・

同音漢字について学ぶ 

・四字熟語、ことわざ、故事成語、慣用的な 

 表現について学ぶ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○  

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

書き言葉 

文体統一 

・口語表現、省略表現、若者言葉、インター

ネット表現を改まった書き言葉に直す 

・文体を常体か敬体のどちらかに統一して書

くことを理解し、文章を書く  

○ ○  ○ ○ ・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

文章の構成 

 

・ 文や文章の組み立て、表記の仕方を学ぶ 

・ 段落を用いることにより、述べたいこと

を効果的に表現できることを理解する。 

・ 国語辞典・漢和辞典の引き方を学ぶ。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

３ 

わかりやすい

表現 

・書き言葉、文体の統一について理解する。 

・主部と述部の呼応、副詞の呼応、接続詞の

使い方等について理解する。 

・文章の書き方を理解し、実際に文章を書く。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

 

３ 

逆物語・絵の

情景を詩や文

章で表現する 

・逆さまに並べられている作品の絵を見て情

景を想像し、物語を作成する。 

・自分の想像した情景を詩や文章で表現し、

表現することの楽しさを学ぶ。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

３ 

生活体験文を

書こう 

生活体験を発

表する 

・学校生活を振り返り、学ぶことの意義を作

文に書く 

・自分を見つめ望ましい生き方を考えるきっ

かけにする 

・生活体験を発表する力を養う 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ ○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 



 

 

前 

 

 

 

 

 

 

期 

１ 前 期 中 間 考 査 

２ 

【表現の楽し

み】 

日本一短い手

紙を書こう 

絵の情景を詩

や文章に表わ

そう 

・ 作品例の内容を読み取り、味わい、対象

への思いをとらえる 

・「日本一短い手紙」の形式を利用して、対

象への思いを表現する 

・絵をよく観察して、季節や場所、登場人物

などについて想像を膨らませ、情景を詩や

文章で表現する 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

【 表 現 の 基

礎】 

歌詞のイメー

ジを文で表そ

う 

・歌詞を読んで得たイメージを具体化する。 

・好きな歌の歌詞を読んで得たイメージを物

語やドラマとして表現する。 

・できた作品を発表する。 

○ 

 

 

 

 ○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

【 表 現 の 基

礎】 

言葉のキャッ

チボール 

スピーチのし

かた 

・言語生活の基礎・基本である日常の会話に

ついて注意する 

・実際にスピーチをして、スピーチの意義を

認識させるとともに、スピーチを通して実

現する交流の楽しみを理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 ○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

１ 前 期 期 末 考 査 

 

４ 

 

葉書・挨拶状

の書き方 

履歴書作成・

面接の受け方 

・日常生活における葉書・挨拶状の重要さを

理解し、時候のあいさつ文を学ぶ。 

・履歴書の書き方を学び、進学・就職試験に

おける面接について理解する。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

２ 

【 表 現 の 実

践】 

敬語の使い方 

 

・目的や場に応じて適切な言葉遣いで話すこ

との重要性を理解し、適切な敬語を用いて

話したり文章を書いたりする。 

・尊敬語・謙譲語・丁寧語について学ぶ。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

【 表 現 の 実

践】 

紹介文・宣伝

文を書く 

・紹介文・宣伝文の必要性と特徴を理解する 

・留意点をふまえ、実際に紹介文を書く 

・書いた文章をもとに発表する 

・学園祭の案内状を書く 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

【 表 現 の 実

践】 

課題作文・自

己 PR 文を書

く 

・例文について内容・表現・表記の面から分

析・ 評価する 

・課題作文の書き方を理解し、明確な自己ア

ピールとなる文章を書く 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 ○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

４ 

【 表 現 の 実

践】 

小論文を書く 

 

・小論文の書き方を理解し、実際に小論文を

書く 

・ペアを組み、書いた小論文を相互評価する 

・小論文を推敲し、よりよいものにしていく 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

後 １ 後 期 中 間 考 査 



 

 

 

 

期 

２ 

手紙の書き方

と形式 

・手紙の基本的な形式を理解する 

・手紙の形式をふまえたうえで、自分らしさ

が表れた手紙を書く 

・封書の書き方を学ぶ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

クリスマスカ

ード・年賀状

を書こう 

・クリスマスカード・年賀状の意義を理解し

挨拶文を書く習慣をつけさせる 

・実際にクリスマスカード・年賀状を書く 

○ 

 

○ 

○  

 

○ 

○ ○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

【 表 現 の 実

践】 

話し合いのし

かた 

・話し合いに臨む態度、司会者・記録者の役

割、話し合いの形式について理解する 

・十分な準備のうえで、グループ討議をする 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ ○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

２ 

【 表 現 の 探

究】 

日本語の特徴 

百人一首 

・日本語の文法の特徴を理解する 

・日本語の語彙の特徴を理解する 

・日本語の表記の特徴を理解する 

・百人一首を覚え、カルタ遊びに親しむ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・定期考査 

１ 後 期 期 末 考 査 

４ 

聞き書き・記

録文・レポー

ト作成 

・聞き書き・記録文の表現方法について学ぶ 

・テーマに関する事実・状況を調べ、読み手

に事実が明確に伝わるよう工夫してレポ

ートする。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ ○ ○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

１ 

学年まとめ 

卒業作文 

・１年を振り返り、学んだことや学ぶことの

意義について考え、今後の抱負を書く 

○ ○ ○   ・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

 

  成績評価 

○ 定期考査   ：学期ごとに中間、期末の２回実施する。 

○ 課題テスト  ：授業進度にあわせてプリント学習と並行して実施する。 

○ 豆テスト   ：漢字や語句、表現技法、古語、漢文訓読等の豆テストを随時実施する。 

○ 授業・提出物：授業に対する意欲を課題提出等において判断し、評価に加える。発表力等も評価に加味 

             する。 

年間の学習状況の評価方法 

※ 定期考査（思考・判断・知識・理解）、提出物（意欲・態度・表現）および授業への取り組み（意欲・

関心）を総合的に評価し、学習成績とする。 

 

 定期考査 60％  課題・豆テスト 10％ 授業態度 10％  プリント・作文・感想文等提出物 20％ 

 


